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北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 http://miyazawa-lane.com/ 

号外   2026年 10月 16日 
    ◇事務局 福島 清 misuzuya@jcom.zaq.ne.jp 

 

「週刊金曜日」（8月 14日、第 1580号）

は、フォトジャーナリスト・木村聡さ

んの「不謹慎の旅 第 99 回―車窓の

軍事機密―宮澤・レーン事件」と題し

た４頁の記事を掲載した。 

高市政権による国民を「戦争への

道」へと強要する政策がより凶暴性を

帯びてくることが想定される今、軍事

機密とされた根室海軍飛行場などに

関する原資料の現状の写真と記事は、

意義ある内容となっている。 

木村聡さんの努力を讃えたい。 

右写真は、月寒に 1940 年に置かれ

た「北部軍司令部」跡。司令官官邸

は現在「つきさっぷ資料館」として

一般公開されている。 

左写真は、レーン夫妻が住んでいた

北大外国人教員官舎跡。 

上左写真は、根室市の郊外、花咲地区オワッタラウス

あたりを通り JR 花咲線。車窓には閑散とした大地。

宮澤弘幸青年はこの鉄路で根室から札幌への帰途に

ついた。かつてここにあった「軍事機密」とされた飛

行場は、戦前に米海軍武官も見学されたとされ、内外

に周知された存在だったようだ（写真説明から） 

http://miyazawa-lane.com/
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    ＞＞事実関係について木村聡さんと意見交換＜＜ 

 木村さんの記事の中で、「真相を広める

会」がこれまで調査して知った事実関係

について異なる点と新たに知り得た点な

どがあった。そこで「週刊金曜日」編集

部を介して、木村さんに質問と意見を届

けた。これに対して誠実に対応いただい

た木村さんと週刊金曜日編集部に感謝し

ます。 

なお、宮澤弘幸の「検挙」に関して、

木村さん記事でも「逮捕」と表記してい

る個所があった。この点に関しては、報

道機関も同様の表記をしているケースが

いくつもあった。その都度、「真相を広め

る会」としては、検挙と逮捕の相違につ

いて、詳しく指摘して来た。 

そこで、「週刊金曜日」編集部からこの

問題についての投稿を要請されたので、

右記のように投稿した。 

「宮澤・レーン事件の本質」 

 木村さんは今回の記事の最後で以下の

ように指摘している。 

 

 根室には今、“自衛隊基地があり車窓か

らレーダーが見える”。月寒では現在、“陸

軍が食べた「月寒あんぱん」が名物でつ

ぶあんとこしあんがある”。私がそれを誰

かに話し、それが国家警察と言える法が

あれば逮捕？アハハ、そんなバカな。で

も、宮澤青年やレーン先生の身には同じ

ようなこと起きていたのである。そして、

人々は笑い飛ばさず、文句も言わず、何

かを恐れ沈黙した。変貌していく社会の

様相は逮捕劇の余波ではなく、これこそ

が「宮澤・レーン事件」の本質だろう。 

＊ 

「スパイ防止法」を画策する高市政権に

対する監視の目を研ぎ澄ませることが必

要だ。（福島 清） 


